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在宅で実施可能な AI ロボットを用いた新たな認知機能 

トレーニング法に関する臨床研究を開始 
 

地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪精神医療センター（大阪府枚方市、代表者:岩田和彦、以下:大
阪精神医療センター）と AI ロボットベンチャーの株式会社ハタプロ（本社:京都府京都市、代表取締役:伊澤 
諒太、以下:ハタプロ）は、「認知症患者の認知機能改善に有効な新規タスクの研究開発」を共同でおこなっ
ています。 
 今回、研究の一環として「AI ロボットを用いた新しい認知機能トレーニング法」を開発し、認知機能改善に
おける有効性を確かめるため、大阪精神医療センターでの研究協力者様を対象に臨床研究を開始しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 軽度認知機能低下や認知症の患者様に関しては、適切な認知機能改善トレーニングによる介入を実施するこ
とで、認知機能の維持や改善が認められています。またこれら介入は被験者の日常生活の中で継続的に実施で
きる自宅等で行うことが適切と考えられていますが、医療従事者等が毎回これらのトレーニングに関与するこ
とは人的リソースの面で困難であるため、自宅でかつ継続的に認知機能改善トレーニングを実施可能なツール
が求められています。 
 
 今回開発した「AI ロボットを用いた新しい認知機能トレーニング法」は、自宅で継続的に認知機能トレーニ
ング課題（注意力、判断力、遂行機能、言語機能など）に取り組める内容となっています。 
 AI ロボットを自宅に設置したあとは、トレーニングのタイミングになると AI ロボットが自動で呼びかけて
取り組みを促し、利用者の回答内容によって認知機能トレーニング課題の難易度を変更するなど、医療従事者
の役割を担います。 
 使用する AI ロボットは、認知機能トレーニング課題を音声で読み上げると同時に、連携する専用タブレット
アプリ画面にイラストやテキスト等を表示し、利用者は画面操作だけではなく対話で回答することもでき、デ
ジタルが苦手な高齢者にも最適化しています。 
 課題に対する回答の正解率のみだけではなく、課題の回答に要した時間や回答内容なども記録します。 
 
 本研究により、個人の認知機能の個別性に合わせた効果的な認知機能維持・改善トレーニングを、人的労力
をかけずに持続的に実施できるシステムを構築し、健康寿命の延伸や認知症に伴う社会負担の軽減に繋がるこ
とを目指します。 
 

【本プレスリリースのお問い合わせ先】 

・地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪精神医療センター こころの科学リサーチセンター 
 TEL:072-847-3261, e-mail: kokoronokagaku@mh-opho.jp 

・株式会社ハタプロ 広報担当:大塚 
TEL:03-4361-4638, e-mail: info@hatapro.co.jp 


